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一行はヨルダン川の向こうにあるゴレン・アタドに着き、そこで非常に荘厳な葬儀を執

り行った。ヨセフは父のために七日間、追悼の儀式を行った。その地に住むカナン人たち

は、ゴレン・アタドでの追悼の儀式をみて言った。「あれは、エジプト風の荘厳な追悼の儀

式だ。」こうして、その場所をアベル・ミツライムと呼ばれた。それはヨルダン川の向こう

にある。ヤコブの息子たちは父が命じたとおりに行った。(創世記 50 章 10 節～12 節) 

 

ヤコブは、死の床で息子たちに祝福の言葉を語り終え、自分の亡骸は、先祖の墓に葬るよ

うに命じ、147 年の生涯を終えた。ヨセフは父に取りすがって泣いた。そして、医者たちに

命じ、40 日を費やして、ヤコブをミイラにした。もちろん、火葬などはなく、喪の期間、

カナンのマクペラの洞窟に埋葬するためには、ミイラにしなければならなかった。エジプト

のミイラ技術を尽くし、ミイラにしたのであろう。エジプト人も 70 日間、泣いて喪に服し

たという。喪が明けると、ヨセフは、宮廷の者にファラオへの願いを伝えた。「父は私に誓

わせて言いました。『私は間もなく死ぬが、その時には、カナンの地に掘っておいた墓に私

を葬りなさい』と。ですから、どうか上って行かせてください。父を葬ればまた帰って来ま

す。」ファラオは、「上って行き、父があなたに誓わせたように葬りなさい」と答えた。 

ヨセフは父を葬るためにカナンに上った。共に上ったのは、ファラオの家臣たち、宮廷の

長老たち、それにヨセフの家族全て、彼の兄弟、父の家族であった。幼い子どもと家畜はゴ

シェンの地に残した。更に、戦車も騎兵も共に上って行き、堂々たる行列であった。ヨセフ

は、エジプトを飢饉から救い、国に莫大な利益をもたらしたので、ファラオを始め、エジプ

トの人々はヨセフに敬意を表し、このような壮大な葬儀となったのである。ヨルダン川の向

こうにあるゴレン・アタドに着き、非常に荘厳な葬儀を行い、七日間、追悼の儀式を行った。

この地に住むカナン人は、追悼の儀式を見て「あれは、エジプト風の荘厳な追悼の儀式だ」

と言い、この場所は「アベル・ミツライム」と呼ばれるようになった。ヤコブの息子たちは、

父が命じた通り、ヘト人エフロンから買い取ったカナンのマクペラの洞窟に葬った。父を葬

った後、一緒に上って来た一行は、エジプトに帰って行った。 

 

ヤコブの葬儀のためにカナンに向かう一行 

左図のような壮大なヤコ 

ブの葬儀が行われたのは、 

紀元前 18 世紀頃であった。 

ヤコブ一族はゴシェンで、 

数を増やしたが、ヨセフの 

功績は忘れられ、エジプト 

で奴隷に転落した。そして、

モーセによって、出エジプ 

トしたのは紀元前 1,280 年 

頃である。 

 ヤコブ一族のエジプト下 

りから、出エジプトの出来 

事に繋がっている。彼らの 

遠大な歴史観に感嘆する。 
 

 


